
生物　A3(薬・歯)
【Ⅰ】
問1 ② ③ ④

視床下部 交感 副交感
⑥ ⑦ ⑧ ⑨

インスリン グリューゲン グルカゴン アドレナリン

問2 イ
問3

【Ⅱ】
問1 ① ② ③

草原 陽樹林 低木林
問2 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

イ エ ア
問3 優占種
問4 ⅰ ⅱ ⅲ

ア ウ エ
問５ ウ
問６

① ⑤
恒常性(ホメオスタシス) 洞房結節(ペースメーカー)

ⅰ
フィードバック

ⅱ
標的細胞だけが、そのホルモンと結合できる受容体を持つから。

極相(クライマックス)



【Ⅲ】
問1 ア イ ウ エ オ カ

灰色三明環 原口 原腸 神経 脊索 原基分布図

問2
問3

問４ ⅰ
誘導

問５

【Ⅳ】
問1 1 2 3 5

静止電位 活動電位 100 伝導
問2 イ
問3 a b c

オ キ カ
問４

ⅱ

植物極側の細胞から放出された因子がアニマルキャップに作用して申胚葉が
分化する。

4
ナトリウムチャネル

一度興奮して静止状態に戻った部分は、しばらく刺激に対して反応できない
不応期にあるため、興奮は一方向に伝わる。

分裂後に細胞の成長がなく、分裂と分裂の間隔が短い。そのため、分裂を繰
り返すたびに細胞の大きさは小さくなっていく。各割球がほぼ同時に分裂す
る（同調分裂）

形成体(オーガナイザー)

卵の、極体を生じた部域のこと。
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